平成18年度　知的障がい教育研究部会研究大会　「第1回大会」　レポート

大会テーマ

「特別支援教育における専門的指導力の向上をめざして」

目的

· 知的障がい養護学校と知的障がい特殊学級を設置する小学校・中学校の実践や研究の成果を共有し、会員相互の資質向上を図るとともに、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育の一層の充実を図る。 

· 知的障がい養護学校及び特殊学級設置校との職員間の交流を図り、情報を共有する。 

日時

平成18年8月8日（火）　9：30～15：30

会場

宮崎県立宮崎南養護学校

日程

	時間
	内容等

	10:00～10:30
	開会行事

· 会長あいさつ 

· 知的障がい教育研究会の組織改編についての説明 

· 諸連絡 
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	10:40～12:20
	講座（午前の部）

	12:20～13:30
	昼食・休憩

「学校の実践紹介ひろば」
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	13:30～15:30
	講座（午後の部）


 

各講座のレポート

 

講座1「カウンセリング」

【講師】　　宮崎県教研修センター　粟田　茂樹　氏
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　本講座では、「構成的グループエンカウンターの活用」と「保護者との関係を好転させるカウンセリングのコツ」という大きく2つの内容について、演習を中心に終日お話をいただいた。まず、自分のペンネームをつくり（名札作成）をして講座中はお互いをペンネームで呼び合うという状況設定から始まり、ペンネームでの自己紹介、バースデーライン（お互いの誕生日をジェスチャーのみで相手に伝え全員が誕生日順に並び替える）、他者紹介（四人組になりインタビューで得た他者の情報をみんなに伝える）、共同コラージュ作成（夏をイメージした作品を四人で作る）、エコグラム（自分の行動と修正するポイントをつかむための自己分析）などの演習を通して、カウンセリングにまず必要な「自己理解」を深め、具体的にどのようにカウンセリングを展開していけばよいのかを考えていった。「過去と相手は変えられないが自分と未来は変えられる」という意識を持ち取り組むことで気持ちにゆとりが出るというお話が印象に残った。

講座2 「WISC-3　知能検査法」

※文中の表記について：WISC-3の"3"は、本来ローマ数字を使用して表記すべきですが、ローマ数字は機種依存文字であるため、アラビア数字を代わりに使用しています。
【講師】　宮崎県発達障がい者支援センター　心理士　山口美千代　氏
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　本講座ではWISC-3知能検査法についての説明と演習をしていただきました。
　検査の目的や利用の仕方、内容についての話があった後、実際の検査の仕方や留意点等をビデオにより説明していただきました。そして2人組になりWISC-3を実際に使ってお互いに検査しあいました。どの先生方も大変に熱心で、検査者と被検査者の経験ができる有意義な時間になりました。検査者の先生は検査道具を準備し質問に配慮しながらタイマーで時間を見て採点するという流れにとまどいを見せながらも徐々に慣れ、スムーズな進行に感心しました。
　検査の演習の後は採点の演習と結果の分析についてでしたが、どの先生方も真剣に取り組まれ、結果を数値化する手順はわかりやすくとても参考になりました。結果分析は初歩の段階を教えていただきましたが、書籍等で学習するのとは比べものにならないくらい効率的で分かりやすかったと思います。
　WISC-3を正しく学び、今後の特別支援教育の推進に生かしていく大変よい機会になりました。
講座3 「K-ABC入門講座」

【講師】　宮崎県立都城養護学校　教諭　三坂千恵子　氏
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　本講座では、はじめにK-ABCを実施するねらいや検査の特徴を話していただき、次に全員で検査を実際に行いながら質問をしていく形で演習を進めていきました。
　K-ABCは、軽度発達障がいの子どもの発達状況をつかむのに適しており、特徴として、ＷＩＳＣ検査はあらかじめ知識がないと応えられないが、K-ABCでは言語性をもともとの知能と学習の習得度に分けてはかろうとしたことが画期的であるということ。また、認知心理学という視点から作られており同時処理（視覚認知）と継次処理（聴覚認知）に分けて測定するため結果が指導に生かせるというお話がありました。 
　演習では、14項目の検査を二人組で実際にやってみました。実際に検査をしていくことで検査の仕方や注意すべき点などを習得できました。採点方法から検査結果の見方まで短い時間にたくさんの内容をもりこんでいただき大変勉強になりました。

講座4 「パソコンを使った教材・教具」

【講師】　宮崎県立清武養護学校　教諭　末原順二　氏
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　本講座では、AT（Assistive Technology "支援技術"）についての説明の後、市販の教具や末原先生が実際に作られた教具の紹介がありました。残り時間が視覚的に分かる「タイムエイド」や、リモコンのボタンを分かりやすくした「カラオケくん」等、子どもたちの自立活動につながるような教材が色々ありました。
　次に、パワーポイントで作ったソフトの紹介を受け、実際に自分たちで製作を行いました。文字をクリックすると発音する表や、行事の事前学習ソフトが手軽に作れるとあって、どの先生方も熱心に取り組んでいました。最後にそれぞれの作品を発表し合いましたが、今後の教材作りに役立つ良い勉強の機会になったのではないかと思います。

講座5 「ソーシャルスキル教育の理論と実際」

【講師】　国富町立本庄小学校　教諭　後藤吉道　氏
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　本講座は、「実際に教室で実践している内容についての講話」ということで、後藤先生が日頃実践されている指導内容をＶＴＲやたくさんの資料にまとめてくださり、それらをもとにソーシャルスキル教育の理論と実際の指導例を具体的に講話してくださいました。特に、ソーシャルスキル教育の実践を通してＡ君の変容が見られたという報告は、ソーシャルスキル教育の大切さを痛感させられるものでした。
　また、参加者を対象にしての模擬授業もあったり、参考図書の紹介もしてくだったりと盛りだくさんの講話内容で、これからの私たちの指導に大いに役立つものでした。

講座6 「養護学校の教育課程とその実際」

【講師】　宮崎県立日南養護学校　教諭　仲家孝　氏
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　本講座では知的障がい養護学校における教育課程について、小・中学校の教育課程と比較しながら、演習を交えて解説していただきました。
領域・教科を合わせた指導についてのお話の中で、日常生活の指導は、日常生活の流れのないところに指導
の場や機会を設けて行う指導ではない、という指摘がありました。またできることにも口を出し、指示待ちを助長させていないかという問いかけもあり、日々の支援のあり方を改めて考えさせられました。
　最後に教育課程とは子どもたちの実態に合わせて、各学校が創意工夫しながら「子どもたちにとって一番良いもの」を作っていくことが大切であるというお話が印象的でした。教育課程が教育活動の基礎であるということを改めて実感する機会となりました。

講座7 「コーディネーターの役割と軽度発達障がい児への関わり」

【講師】　宮崎県立延岡南養護学校　教諭　南薗幸二　氏
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　本講座では、講師の南薗先生が実践されていることを中心に講話をいただきました。
　まず、コーディネーターの大切な5つの機能や教育相談の様子をスライドやビデオで分かりやすくお話し頂きました。「支援に終わりはない。」「特別支援教育はオーダーメイド教育」など教師にとって大切なことを本講座では学ぶことができました。 
　また、軽度発達障がい児の「話す」「聞く」「書く」の困難を疑似体験することで、実際の接し方や声かけの大切さを実感することができ、今後の実践への手がかりを得ることができました。
　コーディネーターを担当されている先生方をはじめとして多くの先生方の出会があり、特別支援教育について考える貴重な時間となりました。

講座8 「TEEACHプログラムについて」

【講師】　　宮崎県立児湯養護学校　教諭　出水悌二　氏

[image: image20.jpg]




 INCLUDEPICTURE "http://www.miyazaki-c.ed.jp/tokusientitek-r/taikai/img/8b.jpg" \* MERGEFORMATINET [image: image21.jpg]4l
¥




　講座8では、TEEACHとは何か、構造化とは何かという2点について、話していただきました。
まずTEEACHとについては、これまでの誤解を解消し、正しく理解するためにTEEACHとの理念や、6つの基本原則の話がありました。
その中で、TEEACHは、アメリカのノースカロライナ全州規模でおこなわれている自閉症のための障がい教育・福祉制度であり、現在の日本ではこれを全て行うことは不可能であること、日本では、その中の構造化を取り入れた（学習）指導を行っていることなどを具体的な例を交えながら詳しく解説していただきました。
構造化については、何故構造化が必要なのか、構造化を行うときにどのような視点が必要なのか等について話していただきました。
どの内容も、具体例や実験(エコラリアなど)を通して大変分かりやすいものでした。
また、養護学校での実践例の発表や質問等の時間もあり、今後の環境作りや指導に即生かせるものとなりました。

講座9 「進路指導について」

【講師】　　宮崎県立延岡南養護学校　教諭　眞田匡業　氏
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　本講座は、①質疑応答②小・中学部段階で必要な進路指導③高等部の課題と進路について④「障がい者自立支援法」に対する支援のあり方について進められた。質疑応答では、受講者のニーズに答えたいという眞田先生の意向で、はじめにアンケートをとり共通の疑問や悩みに答えて頂いた。また、進路指導は高等部卒業時のみの課題ではなく、子どもたち一人ひとりのライフステージと捉え、各段階で必要なことは何なのか、具体的な話して下さった。例えば小学生の段階では、生活力（自転車、手伝い、買い物など）を身に付けることや、体いっぱい使って遊ぶこと（姿勢保持、心の安定など）が大切である。一方、子ども本人だけでなく、障がいを受容できていない保護者への支援として「がんばれない時の支えを準備してあげる」必要性を実感した。高等部での進路学習の実践例として、"進路学習ノート"を紹介していただいた。内容には、学校で行う作業学習や就業体験実習に関することのみでなく、子どもたちの各地域にいるコーディネーターの写真と名前を伝えるなどの配慮もされていた。その他にも、すぐに進路指導に活用できる資料をたくさん準備していただき、大変参考になった。

講座10 「リズム運動」

【講師】　宮崎県立都城養護学校小林校　教諭　桃木まほ　氏
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　本講座は、全員があぐらをかいて左右に揺れることから始まりました。穏やかな"揺れ"を全員が同じように感じることにより、受講されている先生方の顔が自然にほころんでいきました。そして、桃木先生の明るい語り口調で、終始和やかな雰囲気の中、実際にリズム運動を体験していくという形ですすめられました。
中盤では、全員で円を作って前に座っている人の肩をリズムに合わせて叩き、少し気持ちがほぐれたところで、やや早いテンポの曲に乗り全身で体を動かしていきました。その後全員仰向けになり、桃木先生のゆったりとしたピアノの曲でくつろいでいきました。桃木先生は、この"くつろぎ"の時間を大切にされているということでした。"くつろぎ"の時間を通して子ども達の気持ちを落ち着かせてから、次の授業へと向かわせるそうです。
　他に、子ども達が動きを理解しやすいように名称や曲が工夫された体操や、同じ曲でもアレンジの仕方を変えることで、幅広い発達段階にある子ども達に対応していけることなどを紹介していただき、大変参考になりました。

講座11 「音楽療法と音楽教育のクロスするところ」

【講師】　宮崎県立清武養護学校　教諭　日高　まり子　氏
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　もうすぐ講座が始まるという頃、柔らかな音楽を室内に流され、シャボン玉を吹き始められた日高先生。受講されている先生方の視線が自然にそちらの方に集まり、自然な流れで講座が始まっていきました。
" 音楽は「ダメ」を言わなくていいからいい""ノンバーバルでいきましょう"これが、日高先生が講座中何度も口にされた言葉でした。音楽に合わせてカラフルな布を手渡していくとき、まるで会話をするように交互に楽器を鳴らしていくとき、様々な新しい楽器を紹介して下さるとき、遠慮がちな先生方に笑顔でそう語りかけられていました。自分の思いを言葉で表現することが苦手な子どもや上手に楽器を扱えない子ども達が、安心して自由に楽器で表現できるようにするための配慮が感じられました。
　また、小中学校でも今盛んに行われている読み聞かせに、CDで音付けしていくことの利点も紹介してくださいました。声だけでは出せない雰囲気作りに役立つことはもちろん、「読むこと」から開放されることで、読み手の表情や動きが活発になり、聞き手とのアイコンタクトも密になるように感じました。読み手が直接読むことのよさも生かし、子どもの実態や状況に応じて効果的に使っていきたいと思いました。
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